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調査,研 究開発,教 育等の事業 を実施

昭和51年 度事業報告

当協会の昭和51年 度における事業は,前 年度にひき続 き,調 査,研 究開発,教 育,研 究奨

励,標 準化,普 及,広 報等の各種事業を実施した。以下その概要を紹介する。なお,こ れらの

事業の結果はそれぞれ報告書にとりまとめられている。頒布価格等については巻末の一覧表を

参照 されたい。

1.情 報処理に関する調査

(1)海 外における情報処理産業の実態調査

① 文献 ・資料による調査

海外における情報処理および情報処理産業の実態を把

握するため,諸 外国の新聞,雑 誌,ニ ュース・レター

類,企 業アニュアル ・レポー ト海外調査機関の各種報告

書等を収集し,米,英,仏,西 独のコンピュータ市場集

主要 メーカの動向,欧 州主要国のコンピュータ産業育成

策等のほか,西 欧各国,共 産圏諸国,ア ジア各国など38

か国のコンピュータ市場等についても調査を行った。

報告書 「海外の情報産業」(51-Roo2)

② 調査団の派遣

米国および欧州に第10次 調査団を派遣(欧 州:10月23

日～11月8日,米 国:11月13日 ～12月2日)し,欧 米の

大手ユーザを対象に分散処理システムの現状と動向,コ

ンピュータ・システム利用状況等にっいて調査した。

報告書 「情報処理の分散と集中」(51-ROO1)

一策10次 海外情報処理実態調査団報告一

(2)わ が国の情報処理に関する動向調査

わが国における情報処理に関する研究開発の動向およ

び社会的な情報 システムのニーズとシステム化の環境等

について調査することとし,全 国各大学および公共研究

機関等}ζおける研究開発状況(プ ロジェク ト名,内 容,

スケジュール等)お よび行政,医 療,防 犯 ・防災,交

通,物 流等9分 野における社会情報システム開発運営の

実態(シ ステム概要,経 費,開 発期間等)に ついて文献

・資料を中心に調査を行った。

報告書 「わが国の情報処理に関する研究開発の動向調

査報告書」(51-RO13)

〃 「社会情報システム化の動向」(51-RO15)

一情報処理動向調査報告書一

(3)経 営計画情報システムに関する基本問題の

調査研究

経営計画の立案にあたって適切な情報を提供するシス

テム(ManagementDecisionSuppOrtSysem－ 以下M

DSと い う)の 調査研究を行 っているが,本 年度は多品

種多量生産(自 動車部品製造)の 企業をモデルとし,短

期利益予測システムをとりあげ,全 社的な経営計画の中

での位置づけ,従 来方式 とMDSを 利用する方式との比

較およびMDS利 用による実験を行 うとともに,多 品種

多量生産型企業の使用する部品データ・ベースをMDS

で使用可能 とするための管理ソフ トラェアについて研究

を行っナこ。 、

報告書「経営計画情報システムに関する調査研究(H)」

(51-RO()4)

(4)総 合貿易情報システムに関する調査研究

貿易情報の総合的なシステム化をはかるため,内 外貿

易関係機関の動向を把握して,わ が国における総合貿易

情報のシステム化の方向,必 要条件等について検討して

いるが,本 年度は,第2貿 易情報システム(商 社,海 貨

業者,海 運会社,保 険会社を対象 とする貿易取引活動と

輸送および保険関係情報システム)に おける貿易データ

・ベース構築についてのシステム構想をとりま とめたほ
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か,港 湾経済研究所に委託し,横 浜大黒埠頭をモデルに

しナこ貨物管理および ドキュメント作成システムの概要設

計を行った。

また,6月 および11月にジュネーブで開催 された 「国

連欧州経済委員会貿易手続簡易化部会専門家会議」に出

席し意見の交換を行ったほか,セ キュリティ問題につい

ての研究成果は日本政府案 として11月の同会議に報告し

た。

報告書 「総合貿易情報システム調査報告書(V)」

(51-ROO5)

(5)国 際情報ネットワークに関する調査研究

わが国を中心とした国際情報ネットワーク形成に資す

るため,そ の具体化について需要,制 度,技 術の面から

調査研究を行 うこととし,需 要問題については国際的活

動を行 っている企業(商 社,銀 行,証 券会社,自 動車 メ

ーカ等)を 対象に国際情報ネットワーク,サ ービス利用

の現状,将 来計画,各 種アプリケーションのオンライン

化等について,ま た国内大手情報処理サービス業者を対

象に海外進出構想,外 資進出による影響等について調査

を行った。 また,国 際データ通信制度,各 国の通信制

度,国 際間データ通信料金等の制度問題および無線 ・衛

星通信,ネ ットワーク・プロ トコル,セ キュリティ等の

技術的問題について検討を行った。

報告書 「国際情報ネットワークに関する調査報告書」

(51-ROO8)

(6)コ ンピュータ ・システムの評価に関する調査研究

コンピュータ ・システムとくにコンピュータ ・ネット

ワーク・システムについて情報ネットワークの側面より

その必要性および技術上の問題の解明を行っているが,

本年度はわが国におけるコンピュータ・ネットワーク形

成へのステップ,ネ ットワークのかかえる諸問題(情 報

サービス業界の虚弱性 ・現行法についての問題点)お よ

びネットワークを背景 とする分散型データ ・ベースの技

術的問題点(操 作システム,ク リアリング機構,デ ータ

・リンケージ機能等)に ついて検討を行 うとともに,欧

州におけるコンピュータ・ネットワーク形成の技術的,

社会的背景を調査した。

報告書 「コンピュータ ・システム評価に関する調査研

究報告書」(51-SOO2)

一 コン ピュー タ ・ネ
ットワー ク形成 への視座一

(7)シ ステム ・コス トの計上,賦 課,評 価 方式 に

関す る調査研究

コン ピュータ ・システム ・コス トの明確化,部 内 コス

トの配分,ネ ッ トワーク内 コス トの配分,コ ス ト評価 の

標準方式確立 に資 するため,シ ステム ・コス トに関す る

内外の資料を収集 ・分 析する とともに,シ ステム ・コス

トについての実態 と問題点 について一般企業 を対象に調

査を行 った。

また,当 協会に蓄積 されている企業の コン ピュータ ・

コス トに関す る過 去5年 間のデータか らシステム ・コス

トに関す る ものを抽出し,分 析 ・体 系化 した。

報告書 「シス テム ・コス ト調 査報告書」(51-RO10)

一 シス テム ・コス トの計上
,賦 課等 に関 する実

態 と問題点一

(8)シ ス テム監査に関す る調査研究

コン ピュータ ・システムの監査手法についてガイ ドラ

イ ンを作成 し,シ ステムの安全性,安 定性,信 頼性,正

確性,効 率性等 の監査 を可能にす るため,コ ン ピュータ

・システム監査の定義づ けを行い,シ ステ ムの企画 ・開

発 ・運用時 にお ける問題点を明 らかにする とともに,シ

ステム開発 時,運 用時にお けるシステ ム監査上の チ ェッ

ク項 目について調査 を行 った。

報 告書 「システム監査体制確立へ の道」(51-RO11)

(9)オ ンライ ン情報処理の利用促進に関する調査

わが国におけ る情報処理 システム利用 を促 進 す る た

め,前 年度 に引 き続 きコン ビ=一 夕利用企業4,000社 を

対象にオ ンライ ン需要な らびにコン ピュー タ利 用の実 態

に関す るアンケー ト調査 を行 うとともに国際デー タ通 信

の動向お よび新 デ ィジタル ・データ ・ネッ トワー ク ・サ

ー ビス計 画についての検討 を行 った
。

報 告書 「オン ライン需要調査報告書」(51-ROO9)

〃 「討議:新 デ ィジタル ・デー タ・ネ ットワー ク」

-DDXへ の期待一

(51-RO14)

(1の マ イク ロ ・プ ロセ ッサの応用普及に関す る

調査研究

近 い将来,広 範囲の分野 に利用が期待 され るマイ クロ

・・プ ロセ ッサの普及 に資 するため,本 年度は機械工業に .
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おけるマイクロ・プロセッサの適用分野に応用基礎知識

と技術(マ イクロ・プロセッサの特性,制 御システムの

展開方法,ソ フ トウェア・サポー ト等),応 用例および

今後の活用分野等について調査研究を行い,応 用 ・普及

のためのマニュアルを作成しナこ。,

報告書 「機械工業におけるマ・イクロ・プロセッサの

応用」(51-RO12)

(11)繊 維産業システム化 ・情報化に関する調査研究

繊維産業のシステム化 ・情報化を推進するため,本 年

度においてはアパレル産業における設備状況調査および

システム化普及 ・促進のためのガイ ドブックの 作 成 を

㈹日本衣料縫製品協会に,メ リヤス工業における生産流

通システムの調査を日本 ニット工業組合連合会に委託し

て実施した。

報告書 「アパレル産業設備状況調査報告書」

(51-ROO6)

〃 「アパレル産業 システム化普及 ・促進に関する

調査研究報告書」(51-ROO7)

〃 「メリヤス工業システム化に関する調査研究報

告書(皿)」(51-ROO3)

(12)受 託による調査研究

官公庁等 より受託した主な調査研究は次のとお りで,

その成果は報告書 として とりまとめ,そ れぞれの受託先

へ提出した。

oソ フ トウェアの開発,メ ンテナンスに関する

実態調査(行 政管理庁)

o諸 外国における医療用端末とデータ・ベースの実態

と動向調査等(日 本電信電話公社)

oソ フ トウェアの開発に関する動向調査

……(情 報処理振興事業協会)

o欧 米におけるNISの 現状と将来動向

……(国 際電信電話株式会社)

2.情 報処理に関する研究開発

(1)日 本語情報処理システムの研究開発

カタカナ・インプットによる漢字かな湿 り文(日 本語

情報)の 取扱い,と くに漢字への変換,蓄 積,検 索等一

連の日本語情報処理を行 うための ソフ トウェア技術に関

する実験的研究を行 っているが,本 年度はカタカナ入力

・漢字かな湿 り文出力方式を応用した技術 文献検索 シス

テムの詳細設計,プ ログ ラムの作成 を行な うとともに情

報処理分野にお ける用語の調査 ・分 析を行 い文献検索に

必要な登録 キーワー ドを選定,作 成 し,日 本 語情報文献

データ ・ベー スを使 って実験 お よび評価を行 った。

報 告書 「日本語情報処理 シス テムの研究 開発」

(51-SOO1)

(2)コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワーク ・システム の

研究開発

実用 と実験を兼ねた コンピュータ ・ネ ッ トワーク ・シ

ステムJIPNET(JIPDECIntegratedProjectNetwork)

の 開 発 を昭和48年 度か ら行 っているが,本 年度は

①JIPNETの 改 良評価一前年度実施 しナこJIPNET

基 本 フ ァシ リティの評価 ・改 良結果 に もとつ くシステム

の改良 と高位 プロ トコル と し て のTSS利 用 プ ロ トコ

ル,フ ァイル転送 プロ トコル も含 む総 合システム として

の効率測定 ・評価,② 高度機 能の研究 開発一各種文献 ・

資料 を もとに異機種分 散型 データ ・ベ ースやネ ッ トワー

ク ・リソースの 自動割当等高度機能の調査研究お よびユ

ーザがネ ッ トワー クにアクセスす る際の ネッ トワー ク ・

ジ ・プ制御言語(NJCL)の 設 計 と実現性の検討,③NAP

の 開 発一外 部へ の拡張 を前提 として,初 心者 レベルのユ

ーザがネ ッ トワー クに容 易に アクセスで きるネッ トワー

ク ・ア クセス ・プ ロセ ッサ(NAP)の 設 計を行 った。

報告書 「コン ピュータ ・ネ ッ トワー クJIPNETの 研

究開発」(51-SOO3)

(3)ナ シ ョナルTPBSの 開発 に関 する研究

複合 的な社会 ・経済課題を解決 する ためのナシ ・ナル

TPBS(TargetSettingPolicyModelBu翼ding&Sched-

ulingSystem:目 標 ・方針 ・手順 システム)開 発 のtめ の

研究 を行 ってい るが,本 年度 はそのサブシステムの一つ

としてPACS(PublicAccdptanceandConcensus

System:国 民 的容認参加 システム)を 開発 す る ことと

し,各 種事業計画立案の際に必 要 とされる事項 およびそ

の計画 に対す る住民の意思反映の方法な どを調査 ・分析

す る とともに,実 際のシステム設計は㈱ ソフ トウェア ・

マネージメン トに委託 し,設 計 された システムにそ った

モデル実験を神 戸新 聞コ ミュニテ ィ情報 センターに委託

し て行 った。
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また,環 境アセスメントに関する参加方式の現状およ

びワークパーティシペイシ ョン(作 業員の経営参加)の

実情を調査するため,ス ウェーデンおよび西独に調査員

を派遣した。

報告書 「ナシ 。ナルTPBSの 開発に関する研究報告書」

(51-SOO4)

(4)受 託による研究開発

官公庁等より受託して実施しナこ主な研究開発は次のと

お りで,そ の成果は報告書 としてとりまとめ,そ れぞれ

の受託先へ提出した。

○航空輸入貿易情報システムの開発…(通 商産業省)

○中央省庁における共通 ソフ トウェアの開発

……(工 業技術院)

○中小企業向け標準システムの開発等(中 小企業庁)

○商標機械検索システムの開発 と試行……(特 許庁)

○石油流通情報システムの開発

……(流 通システム開発センター)

○ネットワーク・プロセシング ・システムの開発

……(医 療情報システム開発センター)

3.情 報 処理 に関 する教育

(1)情 報処理研修の実施

① 上級情報処理技術者等の養成

●研 修

コンピュータ・システムを用いた情報処理に関する上

級情報処理技術者,情 報処理部門の管理者および情報処

理技術者を教育する者等 を養成するため,学 界,産 業界

等の専門家を講師 として,講 義,実 習等組織的な研修を

次のとお り実施した。

○上級情報処理技術者コース

(3コ ース4ク ラス69名)

●管理者コーース(4ク ラス43名)

●イン トラクタ・コース(4ク ラス97名)

●システム技法コース(15コ ース16ク ラス221名)

●情報処理基礎コース(7コ ーーース7ク ラス315名)

●特別コース(15講 座563名)

●特別講義

計 1,308名

一4

研 修生な らびに産業 界等 にお ける情報処理関係者を対

象に外人講師に よる特別講 義を実施 した。

第1回:昭 和51年6月8日

L.ラ ズ ドン(米 国,ケ ー ス・リザー ヴ大学)

大 規模非線 型最適化 問題 の効 率的 プ ログ ラ ミ

ング手法について

38名

第2回:昭 和51年9月16日 ～17日

ゲイ リー ・カール ソン(米 国,プ ロガム ・ヤ

ング大学)

コ ン ピュータ ・パ フ ォーマ ンスの測定 と評価

29名

第3回:昭 和51年10月18日 ～20日

エ リック ・G・ マニング(カ ナダ,ウ ォー タ

ール大学)

コン ピュータ ・コ ミュニケーシ ョンの最近 の

研 究動向

19名

第4回:昭 和52年1月10日 ～11日

シ ラズ ・R・ カデ ラリ(米 国,全 米地域計画

者協会)

ジ ャック ・デンジ ャモン ド(米 国,ESRI所

長)

環 境規制への対応 と情報 システムー米国公益

企業の事例にみ る一

26名

② コン ピュータ啓蒙講座 の開催

コンピュータの正 しい理解 と関心を深 め させ るた め,

都 内お よび近郊の中学校教員な らびに中学生 を対象 とす

るそれぞれの 「コン ピュ・一夕啓蒙講座」(東 京,4回,

受 講者166名),全 国各地の高校生を対象 とする 「コン ピ

ュータ ・セ ミナー」(青 森 ・新津(新 潟),宇 の気町(石

川),鹿 児 島,徳 山,高 知,受 講生4,250名)お よび実務

家 を対象 とす る 「移動教室」(福 岡,受 講者30名)を 開

催 した。

(2)情 報 処理教育に関す る調査研究

① 海外 にお ける情報処理要員の教 育等 実態調査

わが国情報処理要 員の質的向上に資す るため,調 査団

を派遣(10月9日 ～11月1日)し,英,西 独,仏 な どの

〇
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大学,研 究機関(16機 関)に おける情報処理教育の実態

(教育体系,カ リキュラム,教 材,教 育施設等)に つい

て調査を行 った。また,通 商産業省が実施している 「情

報処理技術者試験」の制度および試験内容の向上に資す

るため,こ れ と類似する海外の試験制度にっいて,文 献

・資料を収集し,調 査を行った。

報告書 「ヨー ロッパにおける情報処理教育の実態調査

報告書」(51-E∞1)

〃 「海外の情報処理技術者認定制度に関する実態

調査報告書」(51-EOO2)

② 情報処理技術者の実態調査

情報処理技術者の企業等における位置づけを明 らかに

し,情 報処理要員の教育をは じめ,こ れに関連する情報

処理施策の一層の充実をはかるため,官 庁,民 間企業等

の情報処理および関連部門に従事する職員の職務内容,

当該職務に要求 される知識,能 力等の実態を調査するこ

ととし情報処理技術者試験合格者2,000名 を対象にアン

ケー ト調査を行 った。

報告書 「情報処理技術者試験合格者の実態 調 査 報 告

書」(51-EOO3)

③ 情報処理技法の調査研究

当協会の研修内容の充実をはかるとともに,社 会のニ

ーズに対応したものとするため,次 のテーマについて調

査研究を行い,当 協会の教材資料 としてとりまとめナこ。

●小規模団体の電子計算機利用の実例

●経済分析と電子計算機

●ビジネス・ゲームの活用

●オペレーションズ ・リサーチの活用

④ 上級情報処理技術者育成指針の作成

昭和44年 度に作成した上級情報処理技術者育成の7め

の指針は情報処理技術の著しい進展により全般的な見直

しが必要 となって きttめ,3年 計画で改訂版を作成す

ることとし,本 年度は上級技術者の位置づけ,指 針作成

のための基本方針などを審議決定するとともに,上 級技

術者に必要な知識 ・技能およびそれ らの教育内容,教 育

時間など具体的な事項について検討を行った。

⑤ セイフティ構造の形成 と維持に関するフレイム・

ワークの作成

わが国の人的資源の有効利用に資するため,在 外日本

人 と本国 との情報流通の合理 化,効 率化 について研究す

る こととし,SAS(SystemsAnalystSociety)に 委 託

し,在 外 日本人に とって必要な人物情 報,文 献情報,統

計情報等に関す る情 報流 通 システ ムの調査研究 を行 った

ほか,こ れに関連 して シンポジ ウムを4回 開催した。

4.奨 励 ・標 準化 ・普及 ・広 報

(1)研 究奨励金の交付

情報処理の高度化および適用分野の拡大に寄与する新

しい理論な らびに技術の研究開発を積極的に助成するた

め,優 秀な研究成果をあげた企業,学 校,個 人に対し,

研究奨励金または報奨金を交付することとし,官 庁,大

学,研 究機関か らの応募81件 について選定作業を行い次

の8件 に対し奨励金を交付した。

●奨励金

1.都 市化事象の計量地理学的分析手法のシステム化

……(名 古屋大学)

2.日 本の医療のシ ミュレーション・モデル

………(東 京大学)

3.公 害制御の国民経済的効果に関するシ ミュレーシ

・ン'シ ステム(筑 波大学)

4.マ クロ経済モデルの国際的結合による世界経済モ

デルの作成 と応用(京 都大学)

5.盲 学校における計算機指導のための機器開発,な

らびに関連しナこ事項の研究

(東京教育大学付属盲学校)

●報奨金

1.新 幹線における軌道管理の電算化

………(日 本国有鉄道)

2.販 売在庫管理オンライン ・システム

……(富 士電機製造㈱)

3.博 報堂マーケティング ・オンラ イン ・シ ス テ ム

(MHOS)の 研究開発(㈱ 博報堂)

(2)標 準 化

工業技術院から受託して,昭 和49年 度か ら漢字符号の

JIS制 定にあたっての基礎的調査を行ってきiが,本

年度は漢字符号の機能キャラクタ(漢 字,ロ ーマ字,数

字等の図形文字を制御する符号)のJIS原 案を作成し

た。 、

v-r-5一
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(3)普 及 ・啓蒙

① シンポジウムの開催

前年度に引 き続 き,情 報処理知識の普及 ・啓蒙をはか

るため,学 識経験者の協力を得て経営者,管 理者および

実務担当者を対象にして次のシンポジウムを実施した。

○開催場所 ・期日

・東京 昭和51年8月5日 ～6日(参 加者320名)

・大阪 昭和51年11月30日 ～12月1日

(参加者270名)

・福岡 昭和52年2月15日 ～16日(参 加者111名)

○テーマ

講演

・日本語情報処理システムの動向

・経営計画情報システムに関する基本問題

(東京,大 阪)

・システム監査のあり方

・米国における情報処理の現状 と展望(福 岡)

パネル討論

・日本語情報処理システムの動向(東 京)

② セミナー等の開催

●コンピュータ・トップセミナー

前年度に引き続 き,官 公庁の幹部を対象にコンピュー

タ・メーカその他の協力を得て,ト ップセミナーを開催

した。

第1回:昭 和51年9月1日 ～3日

於 芝パークホテル

参加者12省 庁18名

第2回:昭 和52年3月16日 ～18日

於 芝パークホテル

参加者12省 庁13名

●研 修

情報処理知識の普及のため,官 公庁 ・団体等より委託

を受けて,次 の研修を実施した。

1)国 立試験研究機関職員のための電子計算機プログラ

ミング(科 学技術庁よりの受託30名3日 間)

2)中 小企業診断士(主 として都道府県の職員)の ため

の情報処理指導コース(中 小企業振興事業団よりの受

託,基 礎コース4名20日 間,応 用コース3名20H間)

●研究会

情報処理技術の普及,利 用の促進を図るため,コ ンピ

ュータ ・メーカ,そ の他の協力を得て,一 般企業を対象

に会員制による次の研究会を実施した。

1)マ イクロ・プロセッサ利用研究会(会 員120社,期

間1年)

2)企 業TPBS開 発研究会(会 員2社,期 間6か 月)

③ ソフトウェア指導マニュアルの作成と普及

当協会ですでに開発したソフ トウェアの適用範囲を拡

大し,効 果的利用をはかるため,前 年度までに整備した

ソフ トウェアについての広報用パンフレットを作成して

東京(10月13,14日),福 岡(12月15,16日)お よび大

阪(2月9,10日)に おいて実習を中心 とす る説 明 会

(参加者62名)を 開催するとともに,新 たに次の2種 類

のソフトウェアについて解説書,操 作説明書の整備を行

った。

・統計集計プログラム・ジェネレー一夕(STAGE)

・異機種間データ変換プログラム(DAT-CNV-N)

④ 情報化週間

政府が毎年10月第1週 に実施している 「情報化週間」

の記念式典および論文募集等政府行事に対する支援を行

うとともに,同 週間に協賛して次の事業を行った。

●総合広報

情報化週間の趣旨,行 事内容等を広 く一般に周知する

ためポスター(一 般用,車 内吊 り用),パ ンフレット(行

事案内),情 報化啓蒙用の小冊子 「私たちの生活 とコン

ピュータ」(60,000部)を 作成するとともに,新 聞(日

本経済新聞ほか1紙),雑 誌(週 刊新潮ほか3誌),交 通

機関などを利用して週間全体に関する総合広 報 を 行 っ

た。

●情報化国際講演 ・討論会

9月30日 か ら2日 間にわた り,経 団連 ホールにおいて

「情報処理に関する国際講演 ・討論会」を開催した。

テーマ:新 世代を迎えテこ情報処理技術

講 師:ロ イ・G・ ソル トマン他内外の有識者15名

参加者:約400名

●展示会

当協会および(財)生 活映像情報システム開発協会,

(財)医 療情報システム開発センターの共催で,9月30

日か ら10月5日 まで池袋東武百貨店において,「76生 活

一一一6一
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と情報化展」 を開催 した。

入場者総数 約70,∞0名

●コン ヒ。ユータ ・アー ト展

コン ピュー タ ・コン トロールに よるコンピュー タ ・ア

ー ト展を10月1日 か ら,11日 間にわた り銀座 ソニービル

において開催した。

入場者総数 約6,900名

●講演 と映画の会

情報化週間中に札幌,富 山,倉 敷,高 知,福 岡の都市

において,地 元関係団体 と協力して 「生活と情報化」に

関する講演 と映画の会を開催した。

参加者数750名

●映画の作成

情報処理知識の普及,啓 蒙の映画 「コンピュータのあ

ゆみ」(16%カ ラー26分)を 作成 した。

⑤ 情報処理技術者試験制度に関する調査および広報

通商産業省が行う情報処理技術者試験 に つ い て,東

京,大 阪など9か 所の新聞に説明会の広報を行なうとと

もに,試 験実施に際して必要となる受験者台帳(35,000

人分),地 域別,年 令別などの統計表の作成を行ったほ

か,当 該制度の改善,向 上について調査研究を行 った。

(4)広 報

① 情報処理に関する国内向け広報

当協会の各種事業等 を紹介するためのJIPDECジ ャ

ーナル(No26～No29各3 ,000部)お よび海外諸機関の報

告書,新 聞,雑 誌等収集した資料の中か らトピックスを

紹介する海外情報インデックスNα25～Nα36(月1回1,000

部)を 発行し,官 公庁,メ ーカ,ユ ーザ,関 連団体,大

学等関係方面へ配布した。

また,76年 度版コンビ=一 夕白書一情報に社会哲学を

一(6 ,㎜ 部)お よびCopmputerWhitePaper1975

Edition(1,㎜ 部)を 発行した。

② 情報処理に関する海外向け広報

わが国の情報処理の実情を海外に広報するため,英 文

誌JIPDECREPORT(Na27～Nα29各500部)を 発行し,

海外の政府機関,情 報処理関連企業,在 日大使館等に送

付した。

5.国 際 交流

① 国際応用 シス テム研究機関(IIASA)に 関 する

事業

高度工業化社会におけ る公 害,資 源,都 市,医 療等の

諸 問題を研究す るために設立 されている国際応用 システ

ム研究機関(lnternationalInstituteforAppliedSystems

Analysis-IIASA)に 対 応す る日本 側代 表機 関の事務局

として本年度は,IIASA日 本 委員会において本 部活 動

に対応 した事項 の審議検 討を行な うと ともに,IIASA本

部 会議への 出席 および研究員の派遣等を行 った。

また,IIASAの 大 規模組織 プロジ ェク トの第3回 ケ

ース ・スタデ ィとして国鉄新幹線の プロジ ェク トを取 上

げ,IIASA日 本 委 員会に準備委員会を設 けて具体的準

備 を行 った。

なお,(財)産 業研究所の設立 に ともな い,IIASA日

本 委員会 が同財 団に移管 され ることにな り,昭 和51年9

月1日 付を もって本 事業 は同財団に委託 した。

② 海外情報 関係機関 との交流

NCC(英 国),GMD(西 独),IRIA(仏),ADAPSO

(米 国)等 海外情報機関 と情報交換 を行 うとともに,ユ

ーザ参加 に よる 「全米 コンピュー タ会議視察 団」(米 国
,

6月5日 ～6月20日,19名)お よび 「マイ クロ ・プ ロセ

ッサー応用研究調査団」(米 国,5月9日 ～5月21日,

5名)を 派遣 した。

また,韓 国科学技術処の係 官3名 を招待 し(11月30日

～12月4日),わ が 国の情報処理の実情 について 紹介す

る とともに,意 見の交換を行 った。

7
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IBMを 中心 とする分散処理へ の動 き

「海外の情報産業」から一

世界の情報産業は,IBMの 動 きを中心として転回しているといっても過言ではない。最近

の動 きをみても,ネ ットワーク ・アーーキテクチャーSNAの 拡張,シ リーズ/1ミ ニコンピュ

ータ,シ ステム/34,3033超 大型プロセッサ,既 存機器の全面的な値下げなど,IBMの 積極

的な動 きに対し,競 合各社は否応な く対応策の検討に迫られてきている。

一方
,欧 州では,欧 州各国あるいは全欧州 レベルでのコンピュータ産業強化による対米国籍

企業競争路線が破綻,欧 米連合による対IBM競 争 を意図した混血企業CII-HBが 誕生し,ミ

ニコンピュータ,SBC(ス モール ・ビジネス ・コンピュータ),そ して周辺端末機器産業の

強化 ・育成に乗 り出しナこことは,新 たな方向として注 目される。

当協会では,こ うした流動を続ける海外の情報産業の動向を調査し,(毎 年1回 「海外の情

報産業」としてとりまとめている。ここでは先 ごろ刊行した52年 版をもとに,そ の後の動 きも

とりまぜ,最 近の海外動向を紹介する。

σ

1.分 散処理への道

す でに60年 代に思想的萌芽がみ られt分 散処理は,76

年 に な って具体的な もの として その アー キテクチ ャーが

次 々 と各 メー カーか ら発表 され,そ の80年 代 へ向 けての

方 向性 は,か つての'幻 のMIS、 とは異な り,現 実の

もの とな った。

IBMは す でに74年9月 にSNA(SystemsNetwork

Archtecture)を 発 表 してお り,徐 々にその内容を拡充し

て きたが,76年 に は,従 来の ツ リー構造型 の ものか ら,

複 数の ホス ト・コンピュー タが接続 され るコン ピュータ

・ネ ッ トワー ク ・アーキ テクチ ャーへ と拡張,幅 広 いシ

ステム構成を可能 とした。 シ リーズ/1ミ ニコン ピュー

タの発表 も,こ のSNA戦 略 の,す な わちIBMの 次 期

戦略の一環 として位 置づ け られる。

競合本体 メー カー各社 も次 々 と独 自の ネ ッ トワー ク ・

アーキテ クチ ャーを発表 してお り,米 の主要 メ ー カ ー

は,CDCを 除 きすべ て出揃 った。残 るCDCも76年 春

にネ ッ トワー ク ・コンセプ ト構想 を明 らかに してお り,

77年 秋 には正式発表 に こぎつ けkい としてい る。

欧州ではICL,Siemensも 共 に ネ ットワー ク ・アーキ

テクチ ャーを発表 していないが,ICLは76年 夏 にHD

LCに 近 似 した2900シ リーズ向 けの新 しい プロ トコルX

BMの リ リース計 画を明 らかに してお り,ま たSiemens

は 従 来か ら電気通信分野には強 い とい う特 徴を有 してい

るな ど,本 格 的な ネ ッ トワー ク ・コンセプ トの正式発表

は時間の問題 である とみ られ る。

またCII-HBは,Honeywell系 の シ リーズ60はDSE

を サ ポー トす るが,残 る77シ リーズお よびIRISラ イ

ンの問題 が残 され てい る。 しか し82～85年 の 発表 とみ ら

れ る統一 シ リ■・一ズUnisysの 登 場前 に,何 らかの ソフ ト

的な解決が図 られ るこ とになろ う。

ミニコン ピュータ ・メー カー もネ ッ トワー ク体 系の整

備 に向けて動 いて いる。すでにDECは75年4月 にDNA

(DigitalNetworkArchitecture)を 発 表 してい る他,

76年11月 にはRaytheonがPNA(ProcessingTerminal

NetworkArchitecture)を 発表 してお り,ま た欧州 では

Nixdorfが77年3月 にNCN(NixdorfCommunication

Network)を 発 表 してい る。 さ ら に,H-P(Hewlett-

Packard),Interdata,ModComp等 の各社 も意欲 をみせ

てい る。

Citibank,BankofAmericaな どの先進的な ユーザ

ーは,フ ルサイズ ・メインフレーム(い わゆる汎用 コン

ピュー タ本体)を 返却 し,ミ ニコン ピュータによるネ ッ
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表 一1主 要 メ ー カ ーの ネ ッ トワ ー ク ・アー キ テ クチ ャ ー

メ ー カ ー ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ ー リ ン ク ・ プ ロ ト コ ル 発表 時期

IBM SNA(SystemsNetworkArchitecture) SDLC(SynchronousDataLinkControl) 74年9月

(第1次)

Burroughs
.

DNS(DecentralizedDataProcessing BDLC(BurroughsDataLinkContro1) 76年6月

NetworkSystem)

CDC 一
CDCCP(ControlDataCommunications 77年 秋の予定

ControlProgram)

HIS DSE(DistributedSystemsEnvironment) HDLC(HoneywellDataLinkControl) 77年1月

NCR NCR/DNA(NCR/DistributedNetwork NCR/DLC(NCR/DataLinkControl) 77年7月

Architecture)

Univac DCA(DistributedCommunication UDLC(UniversalDataLinkContro1) 76年11月

Architecture)

トワー ク処理を行 うとい う注 目すべ き動 きを み せ て お

り,こ の分 散処理 の進展 は ミニコン ピュータ ・メーカー

に とって今後積極 的に向か うべ き方 向を示唆 してい る。

2.プ ラ ・コ ンCPUとIBMの 次期戦 略

60年 代 には,CalComp,Memorex,Ampexな どが プ

ラグ ・コンパ テ ィブル周辺機器 でIBM市 場 侵入 を狙 っ

たが,今 度は プラグ ・コンパ テ ィブルCPUでIBM製

メ インフレー ムの ダイ レク ト・リプレー スを狙 うところ

が出 て きた。

IBMの 超 大型 機市場蚕食を狙 ったAmdahlは,75年

6月 に470V/6の 出 荷を開始,76年 に は事業 も順調 に推

移 し,8月 にはSEC(証 券 取 引委 員会)の 審査 を通過

して待 望の株式公 開に成 功 しナこ。順調 な事業経過 ととも

に,株 式公 開に よる財務 内容 の向上 に力 を得 て,11月 に

は富士通 と合弁 でAmdahlInternationalを 設 立,欧 州

市場 の本格的 開拓 に も乗 り出した。

一方 ,76年10月 にな る と,大 手 リース会社のItelは,

半 導体 メーカーNationalSemicondu㏄orと 提 携 して,

第2の プ ラ ・コンCPUサ ブ ラ・fヤー として名の りを あ

げた。 これはNationalSemicon.が 開 発 し製 造す るプ ラ

・コンCPU6モ デル を,ASシ リーズ としてIte1が 全

世界に販売 しよ うとす る もので,370/145～158の 市 場侵

略を意図 した もの。

プラ ・コンCPUへ の参入は その後 も続 き,77年5月

には,.IPLSystemsと 提 携 してCDCが3701135～148

市 場 を狙 ってOmegaシ リーズ2機 種 を発表,さ らに7

月 にはItelが 今 度 は日立 と提携 してASシ リーズを上

位 に拡張,超 大型機市場へ参入す る意 向を明 らかにし,

プ ラ ・コンCPUビ ジ ネスは,プ ラ ・コン ・メーカー同 ・

士の闘い とい う第2ラ ウン ドに入 った。

自己の市場にお ける地位並 びに成長 を支 え て い る 大

型,超 大型機市場を蚕食 し続 けるAmdahlに 対 し,IBM

は 値 下げやAP(付 加 プ ロセ ッサ)シ ステムの発表で部

分 的対応をはか って き た が,77年3月 末にな って370/

168の 上 位 にな る超大型 プ ロセッサ3033を 発 表,引 き続

き370ラ イ ンおよび周辺端末装置の全面 的値下げを明 ら

かにした。

3033は,そ の発表 にあたってはssプ ロセ ッサssと い う

新 しい呼称 が使 われ てい るが,こ れは従来の集中的処理

を行 う巨大な中央演算処理装置 とい うイ メージが,処 理

機能の分散化傾向の申で次第に過去の ものにな ってゆ く

とい うことをIBM的 に 提示 した もの といえよ う。つ ま

り今 までのCPUと い う概 念では,今 後 のデータ処理 に
ト

は対応 で きな くな って くるとい うことなのだろ う。

こうした ことか らすれば,3033は,SNAの 拡 張,一

連のSDLCタ ー ミナ ル発表,3850大 容 量記憶 システ

ム,さ らには シ リーズ!1な どと同一軌道上 に位置づ け

られ るもので,プ ラグ ・コンパテ ィブルCPUへ の 対応

は副次的な もの とみ るべ きか もしれない。

発表時においては さほ ど騒がれな か ったが,MVSオ

ペ レーテ ィング ・システムの機能強化部分(MVS/SE)

一9一
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も注 目され る。 これは,370/158,168お よ び3033の ス ル

ー プ、ソトを14%程 度 向上 させ る とい うもので,別 料金 体

系 とな ってお り,OSの 価 格分離の方向を さ らに一 歩進

めた もの とみ られてい る。 しかし月間 わずか1,250ド ル

で,370/1353合 分 のパフ ォーマンスを提供す る とい う

のは驚異的な ことであ り,米 国の あるアナ リス トは 「こ

れ こそが真のバーゲン ・セールである」 と語 る。 そして

このMVS/SEはAmdahlの470V/6で は用 いる ことが

で きない とい うこと も注 目すべ きであ る。 この限 りにお

いて470V/6はIBMマ シ ン との互換性 を失 ったわ けで,

Amdahlは これに見合 っttue能 ア ップを もた らす ソフ ト

ウェアの 自己開発に迫 られる ことにな った。

MVS/SEを 除 いて も,3033の コ ス ト・パ フォーーマ

ンスの向上は 目をみはる ものが あ り,発 表後1～2週 間

で2,000～3,000件 の購入 申込 みが全世界か ら殺到す ると

い うかつてない人気 とな り,IBMは 発 表後2週 間以 内

に発注 して きたユーザーを一括して扱い,抽 選で納入順

位 を決 める とい う方式を採 った。

Amdahlは3033の 発 表 に対 し,直 ちに470V/7の 開 発

予 定を発表,78年 第3四 半期には納入を開始す るとし,

同 時に370/158市 場 を狙 っt470V/5発 表,9月 末 には

470V/6の バ ージ ョン ・ア ップ ・モデル,470V/6一 皿 と

ともにV!5の 納 入 に こぎつ けてい る。

10月 に入 ると,IBMは3033の 下 位 モデル,3032お よ

び3031を 発 表,従 来 にない高い コス ト・パ フ ォーマ ンス

を持つ プロセッサは シリーズ化 の方向 をみせた。 これ ら

がいわ ゆるFSの 一 部をなす ものなのか,あ るいはFS

へ のブ リッジ ・マシンなのかは定か ではないが,370シ

リーズ にお ける145,155,165的 な位置づ けとみ ること

も可能 であろ う。

3.混 迷の電気通信分野

FCC(連 邦通信委員会)が71年 に コンt"ユ ー'タ/通

信規制政策 を打 ち出 してか ら5年,コ ンピュー タ(デ ー

タ処理)と 通信技術の高度化,融 合に よ り,こ れ らの間

に一線 を画 する ことは さらに 困難にな って きた。AT&

Tに よ るDataspeed40/4タP－ ミナルは,デ ー タ処理 か

通信サ ービスか とい う論 争を提起 し,FCCは つ いに第

2次 コン ピュー タ/通 信調査 に着手す るに至 った。その

後FCCは 暫 定措置なが らDataspeed40/4のtFl・1際 使用

を認め る方針 を打出しttが,最 終的 には第2次 調査の結

果待 ちとい うことにな る。

68年,69年 に お けるカー ターホン裁定,特 殊通信会社

(SCC)認 可 以来,FCCの 競 争 導入政策 は依然続行

し,77年1月 には,IBMがi/3出 資 す るSBS(Satellite

BusinessSystem)の 国 内衛星通信サー ビス事業 が認 可

されナこ。 しか し この認可に対 し,WU(WesternUnion)

やASC(AmericanSateUiteCorp.)な どの競合通信会 社

さ らには司法省 も反対 を表明 してお り,FCCに よ る審

理 や り直 しを求めている。

AT&TがDataspeed40/4で デ ータ処理の分野へ向

けて大 きく踏み出す一方,IBMはSBSを 通 じて通信

事業への参入 を画策 す るな ど,通 信 とデータ処理の両 巨

人は,同 一土俵上での全面衝突へ 向か って歩 み つ つ あ

る。 しか し同時に,こ れは見かけ上のまやかしにす ぎな

い とす る見方 もある。上述のWUな どに よ り代表 される

見解 で,そ れによれ ば,音 声通信に その技術開発努力 の

中心 を向け るAT&Tと,デ ータ通信が主要関心事であ

るSBSは 暗 黙の うちに市場 を二分 し,三 社に よる市場

占有へ と向か う危険性 が大 きい とい う。

新 しい通信サー ビス とい うことでは,パ ケ ット交換技

術な ど最新の技術を と り入 れた付加価値通信業者(VA

C)の 進 展 も注 目され る。中で もTelenet社 は,サ ービ

ス地域 を75年8月 のサー ビス開始 時の7都 市か ら,現 在

では50都 市にまで拡張 し,78年 の100都 市 へ向 けて拡張

を続 ける一方,RCAGlobalCommunications(77年2

月),ITTWorldCommunications(同3月),TRT

TelecommunicationsCorp.(同4月)と い った国際 キ ャ

リア と次 々 と提携,欧 州各 国のPTTシ ス テ ムとリンク

する とともに,カ ナダ,メ キシコへ も進出 してい る。

ま7cTymnetも 付 加価値通信 網(VAN)サ ー-tfスの

海外へ の拡張 を進 めてお り,画 像情報 通信を メイ ンとす

るVAC,Graphnet社 も国内体制を整備す る一方,海 外

へ の進 出に乗 り出した。

SCCの 老 舗 として,そ の技術力が高 く評価 されてい

たDatran(DataTransmissionCorp.)がAT&Tの 前

に屈 し,76年8月 に突如事業停止 を発表 しtcこ と に よ

り,デ ー タ通信 の悲 観論者 の申には,Talenetな どVA
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Cの 将来に も不安を持つ者があることも否定できない。

しかしパケット交換技術がコス ト効果の高いものである

ことは既に定説となってお り,将 来性は確実 とするのが

中心的な見方である。

Datranの 撤退は,AT&Tの 巨大な力を改めて認識

させ られた一幕であったが,AT&Tは さらにロビー活

動を通 じ ▽6年消費者通信改正法案、と称する法案の議

会通過成立を画策,自 己の独占的立場をさらに法律的に

確保しようとの動 きをみせている。これに対し,SCC

を始めとする競合各社,お よびCCIA(コ ンピュータ

/通 信工業会)等 の業界団体など反対陣営は,こ の法案

に対し 、ベル法案、 とい う通称を付け,こ れまた全力を

あげて阻止 しようとしている。また司法省は,74年11月

に提訴した独禁法係争が,76年11月 になってワシン トン

地裁により審理入 りが確定したため,予 審用の証拠書類

の収集へ向けて動き始めている。

4.NIS指 向 を強め るサ ー ビス ・ベ ンダー

コン ピュ一口タ ・サー ビス産業では,NIS(ネ ッ トワ

ーク ・インフ ォメー シ ョン ・サー ビス),フ ァシ リテ ィ

・マネジメン ト・サー ビス,バ ッチ ・サー ビス,ソ フ ト

ウ ェア ・プ ロダク ト,専 門サ ービスな ど,多 彩なサー ビ

スが脚光 を浴 びてい る。中で もNISは 急 速な進展を見

せ てお り,有 力NISベ ン ダーの 日本 を含 めた海外への

進 出に伴 う国際的な ネ ッ トワークの形 成な ど多 くの話題

を呼ん でい る。 まt,大 手NISベ ン ダーは,各 種 サー

ビスを含 めた,マ ル チ ・サービス ・ベ ンダーを指向 して

お り,こ の傾 向は今後 ます ます著 し くな るだろ う。

5.欧 州での新たな動き

欧州 コン ピュータ産業界の足跡 には,ナ シ ョナ リズ

ム,政 府補助金,協 調 と競合,連 合 と離散 とい った様々

な道標が立 て られている。 これ らの全てに共通 していた

のは,欧 州 各国あるいは全欧州 レベル での コン ピュー タ

産 業強 化,対 米 国籍 企業競争 とい う目的地 であっナこ。 し

か し最後の道標,す なわ ちUnidataの 崩 壊以降は,従 来

と全 く異な った方 向が模索 されよ うとしてい る。

ミニ コンピュータ,小 型 ビジネス ・システム,周 辺端

'末機器 への 傾注がそれだ
。英ICLに よ るSingerビ ジ

ネス ・マシンズ事業部買収,仏 政府の小型機 ・周辺機器

業界統合計画,西 独の第3次 情報処理振興策,Philips

の汎用事業撤退,さ らにECの 政策など,一 連の動 きが

それを物語 っている。

英ICLは,ニ ューレインジ2900の 整備を急 ぐ一方,

Singerの ビジネス ・マシンズ事業海外部門および同子会

社Cogarの 吸収によって,小 型機,POSビ ジネスの裾

野を一挙に広げ,欧 州大陸および米国市場など海外での

事業体制を強化 している。また,政 府に対しては,助 成

金 よりも優先買上げ策の徹底を要求している。

仏政府による ミニ コ ン・周辺端末機器業界再編成策

は,76年 にその一部が具体的成果 とな って現 わ れ て い

る。政府は最終的にこの業界を2～3グ ル ー プに統合

し,強 化 ・育成したい意向を持 っている他,部 品業界の

強化 ももくろんでいる。汎用コンピュータ本体事業の強

化 も放棄されたわけではな く,そ れまでの路線 とは一線

を画する仏米連合企業を実現させ,こ の仏政府最後の賭

けともいうべ きCILHBに 莫大な金を投 じて援助するこ

とにしている。

Unidataの 崩壊以後 自主路線を歩むSiemensに 対する

西独政府の援助は,相 変 らず続けられているが,76年 か

ら開始された第3次 情報処理振興政策では,小 型 コンピ

ュータ/タ ー ミナル/周 辺装置分野の重視が明確に打出

されてお り,Siemensへ の助成金が減額 される一 方,

Nixdorf,Kienzle,TriumphWerkeな どを始めとする

小型システム・メーカーに対する助成が大幅に増額され

ている。

欧州の情報処理産業は,76年 に大 きな転換点を迎えt

といえよう。小型機 ・周辺機器分野の重視,そ して純欧

州路線の放棄である。 ミニコン,小 型機は,分 散処理方

式においては大型汎用機 と同等のパワーを発揮し,ま ナこ

これ ら小型システムは,コ ンピュータ未導入の中小企業

とい うぼ う大な潜在市場を有している。 混血企業CIL

HBの 誕生に象徴 される純欧州路線からの 転 換 は,第

2,第3の 混血企業が生れる可能性を示したし,少 くと

も非欧州企業 との提携は従来に増して促進されることが

予想される。世界的規模での企業再編劇の新たなるタネ

が生れたと言っても過言ではない。

'
、(宗 像徳英 ・調査課)
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トラ ンザ ク シ・ン数5年 後 に2.8倍

わが国にお けるオンライン化 の現状 と動 向

昭和51年 度オ ンライ ン需要調査か ら

昭和51年 度1「 オンライン需要調査」は,わ が国におけるコンピュータと通信回線を結合 し

たオンライン情報処理システムの現状 と動向を調査した もので,旧 日本情報開発協会において

昭和46年 度からひきつづき実施しているものである。

ここでは,さ きにとりまとめられた同調査報告書から,そ の要点を紹介する。 ■

1.51年 度オンライン需要調査の特徴

この調査の調査時点は昭和51年9月 末であり,そ の範

囲はわが国のオンライン化実施企業342社 におよんでい

る。調査によせ られたアンケー ト回答企業の平均資本金

は16,999(百 万円)平 均年商338,085(百 万円),平 均従

業員数5,978人 である。従来の調査と比較してのおもな

特徴は次のとお りである。

(1)伝 送データの畏さや量についての詳細な調査

昭和54年 か らわが国でも新ディジタルデータ伝送網の

実現が計画 されている。 とくにパケット交換網の出現は

ネットワークとして画期的な ものである。パケット交換

網ではデータの長 さや量などが経済性にとって重要な条

件となる。新パケット交換網では1パ ケット(伝 送 され

る情報の基準単位)は128字 と予定されている。

このため,今 回の調査では従来からの端末機や使用通

信回線などの調査に加えて,新 しく,現 在企業が伝送し

ている情報の長さの分布,情 報交換件数,情 報の量など

について詳細な調査を行 った。

(2)オ ンライン化実施企業のみを対象とするコンピュ

ータ利用状況調査

従来,当 協会のコンピュータ白書で毎年発表されてい

るコンピュータ利用状況調査はオンライン化企業を含む

全企業についての調査であった。

今回,こ れとは別にオンライン化企業のみを集計対象

とした,経 費,要 員,給 与,教 育計画 ・費用,適 用業

務,使 用言語などの調査を行った。

2.オ ンライン化調査の要約

(1)端 末 機

現在では全産業平均で1社 当 り126.4台 の端末機が使

用 されているが,5年 後にはこれが193.9台 と50%強 の

増加が予想されている(表 一1参 照)。

(2)オ ンライン用通信回線

現在では全産業平均で1社 当 り47.4回線の通信回線が

オンラ・fンシステムのために利用 されているが,5年 後

には73.6回 線と55%強 の増加が予想されている(表 一2

参照)。

回線使用時間は,公 衆通信回線で平均2～4時 間,特

定通信回線で平均5～6時 間 となる。通信回線を使用す

るには,回 線を自社だけで使用する 「単独使用」 と数社

が共同して回線を利用する 「共同使用」およびある会社

が回線を借 りてこれを他の会社に利用させ る 「他 人 使

用」の3種 類がある。(こ れを回線利用の態様 とい う。)

全産業平均で単独使用は現在86.7%,5年 後81.3%,

共同使用は現在14.9%,5年 後24.4%と なっていて,将

来回線を共同使用するオンラインシステムが増加する傾

向がみられる。

(5)オ ンライン情報の長さ ・量

データが1回 通信回線中を伝送されるとき,こ れを1

トランザクシ ョンとい う。

全産業平均で1ト ランザクシ ョンの平均字数は275.1

一12一
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現

表一11社 当り平均台数
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字,平 均 した1日 の トランザクシ ョン数は42,000と な っ

ている。

1ト ランザクシ 。ンの平均字数 は275.1字 で あ るが,

その分布をみ ると,64字 未Va23.2%,64～128字29.7%,

128～256字22.9%と な っていて,比 較 的短 い手長の段階

だ けで合計75.8%と な る。

1日 の トンランザ クシ ョン数 では,1日3,000ト ラ ン

ザ クシ ョン未 満が33.3%と1/3を 占めるが,1日3,000以

上 か ら1日10,000以 上 に至 るまで比較的な らした分布状

態 が示 され てい る。

1日 の トランザ クシ ョ ン 量 で は,1日50万 字 未 満が
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36.3%を 占め るが,50万 ～100万 字,100～300万 字,300

～500万 字,500～1,000万 字 の区分で も各 々約10%か ら

14%の シ ェアがある。

ト

なお,ト ランザ クシ 。ン数は5年 後には全 体 と し て

2.8倍 に な ると予想 されている。

3.オ ンラ イン化案施企業 の

コンピュータ利用状況

(1)コ ンピュータ部門の運用経費

運用経費の絶対金額そのものは調査年度がちが うとサ

ンプルの構成がちがってくるので,増 えた とか減ったと

一]匿 一
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表一21社 当 り 平 均 回 線 数

＼
記入

実数

Al,

B1,

C2 D1 D5 D7 D9 11 13 J1
公衆回
線電話
型

公衆回
線電信
型
48K網 DDC

DDX

CS

DDX

PS

私 設

回 線
合 計

現 各 回 線数 333 41 ユ19 117 171 124 40 6 12 0 77 37 0 一 一 一 72 (333)

合計回線数 1,152 2,437 1,513 4,325 959 132 ll 23 0 6{〕2 999 o 一 一 一 3,641 15,794

在 ユ社 出回線

数平均
28.0 2{}.4 12.9 25.2 7.7 3.3 1.8 1.9 0.0 7.8 27.0 0 一 一 一 50.5 47.4

5 各llll線 数
232 ユ2 47 97 92 80 37 13 7 3 74 33 0 14 13 11 39 (232)

年 合計回線数 385 1,668 1,794 3,345 2,518 241 35 33 4 3,047 1,470 0 365 448 256 1,481 17,090

後 1杜 当回線

数平均
32.0 35.4 18.4 36.3 31.4 6.5 2.6 4.7 1.3 4L1 44.5 0 26.0 34.4 23.2 37.9 73.6

川)1社'11リ`|㌦ 均Ilr|線数は規格別回線
F数合計をその規 格使用記入 社数 で個別 に除 した値 であ る

。J

DDX/CS:54年 実現予フじのディジタル回線交換サー ビスの回線

DDX/PS:541r実 現予定 のディジタルパケ ッ ト交換サ… ピスの回線

1)DC:51年 発 表のディジタル回線サー ビス

r二 の規格 は52fl発 ノく'ごは特定通{川ti]線r柄ll線 　の枠組 みの1 こ収 容 竺れ る も ようン

表一3コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 運 用 経 費
(千 円)

回答数 人 件 数 機械設備費 消耗品費 外 注 費 そ の 他 (内・回線捌 総 計

16,239.2 36,864.1 5,099.7 6,331.8 3,143.5 2,199.6 67,661.4

51年 度 調査 211

(24.0%) (54.5%) (7.5%) (9.4%)
A

(4.6%) (3.3%)
'一

(100%)
一}一 重.A ---一 一 ・一

ユ9,271.2 41,826.6 6,567.9 10β60.0 3,253.3 2,526.1 81;779.2

50年度調査 168

(23.6%) (51.1%) (8.0%) (13.3%〉 (4.0%) (3.1%) (100%)

11ほ39.4 29,642.1 4,471.3 3,238.1 2,197.1 ユ,583.3 50β86.6

49年度調査 93

(22.5%) (56.8%) (8.9%) (6.4%) (4.4%) (3.1%) (100%)

かい う比較は単純にはできない。

しかし経費項目の構成比率をみると,例 えばパッチシ

ステムの企業 とオンライン化 された企業 とでは明 らかな

差がある。オンライン化企業では人件費が24.0%で ある

が,バ ッチユーザーではこれが41.1%を 占めている。機

械設備費はオンライン化企業で54,5%,バ ッチユーザー

で43.6%と 大差がある。つまりオンラインユーザーの場

合には人件費比率が少なく機械設備費の比重が高い(表

一3参 照)。

(2)コ ンピュータ運用経費対月商の比および従業員1

人当りのコンピュータ経費

コンピュータ経費のレベルを比較するには,月 間コン

ピュータ経費と月商の比率や従業員1人 当 りに換算した

コンピュータ費用を用いると便利である。

月間経費対月商比率 は,オ ンラ・fン ユ ーy'一 一の場合

1,000分 の2.61で バ ッチユ・一一ザ■一・・の1,000分 の2.381c比 べ

10%高 に す ぎない。

従業 員1人 当 りの月間 コン ピュータ経費はオ ンライ ン

ユーザーの場合平均13,100円 で,バ ッチユ ー ザ ー では

6,800円 とな ってい る。

どちらの指数 に重点 をおいて比較の基準 とす るかは 目

的 と場合に よろ う。

(3)コ ン ピュータ社 内要員数 と全従業員数に対す る

割合

オ ンライ ンユーザーの コン ピュータ要 員数は(社 内要

員のみ)88人 弱 で,こ の人数 その ものは数年来漸減の傾

向に ある。

しか し,全 従業 員数 に対す る社 内コン ピュータ要 員数

◎

一14一

メ
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の割合は3年 前の1.02%か ら1.46%と 上 昇 してい る。 し

たが って コン ピュータ要員数の圧縮の割合 よ りも全 従業

員数 の低下の割合の ほ うが大 きい(表 一4参 照)。

(4)社 内 コ ンピュータ要員の平均給与

賞与 と超過勤務手 当を除い た,オ ンライ ンユーザーに

おけ る社 内コン ピュータ要 員の平均給与は(表 一5)の

よ うにな っている。

(5)コ ン ピュータ要 員の教育費用

オ ンラインユーザーの場合の コン ピュータ要 員の教育

費用 は平 均年間2,137.2千 円,要 員1人 当 りでは21.6千

表 一4コ ンピュータ社内要員数と全従業員数に対する社

内コンピュータ要員数の割合

ト

ー

ー

-
回答社数

コンピュー

タ社内要員

数(人)

全 従業員数に対す
る社内コンピュー

タ要員数 の割合

(%)

51年 度 調査 337 87.9 1.46

50年 度 調i査 273 100.2 1.28

49年 度 調査 220* 90.0* 1.02

*別 項 「1の集 計 で は227社 、113.7人

表一5社 内コンピュータ要員の平均給与

(単位:T円)

ii

l
L_

|

パ ン チ ャ ー オ ペ レ ー タ プ ロ グ ラ マ SE

給 一与・ 対前年比 給 与

一 「

対前年比

、A-一'ぷ －L・ 一.

給 与 対前年比 給 与 対前年比

151年度

96.2 十6.9

(+7.7%)

122.7 十12.3

(+11.1%)

131.9 十10.1

(+8.3%)

177.5 十21.0

(+ユ3.4%)

50年 度

l

l-一 ー ー一－
F

49年 度

一 一

89.3

-　 　 '一 一

85.6

-一 ー 一

十3.7

(+4.3%)
一}　 」 一

]10.4 一3
.7

(-3.2%)
'『

一 一

121.8 十]5.3

(+14.4%)

156.5

・ 『、

134.1

十22.4

(+16.7%)
一一 丁・・『 一ー 一

114.1

1

一'一 一『 　 一

106.5

一 一 回一}一 －A-」 一－A・}

「} 一一

表一6コ ンピュータ教育費用

.

コ ンピュータ要員教育費
一 般 社 員

コンピュータ教育費
、

要記
員

数入
育

費数

一

嘗

嘉孟

要平
員均
一聖

人千
当円
)

社記

員
数人
音
費数

一 一→

警

籔

従平

董墾鍾

51年 度 210 2,137.2 21.6 94 1,740.3 0.2

50年 度 173 1,718.5 ユ7.4 84 2,380.7 ・0 .3

49年 度 130 1,325.2 ユ3.8 73 1,238.0 0.1

表一7使 用 言 語

使用言語 シンボ リ

ック言語
コ ン パ イ ラ 言 語 機

械
語
お
よ
び
特
殊
言
語

ア
セ
ン
ブ
リ
言
語

ジ

エ

ネ

レ

|

タ

A

L

G

O

L

F

O'R

T
R

A

N

C

O

B

O

L

P

L

/

1

そ

の

他

オンラインユーザー 29.8 2.6 .4 10.1 43.9 7.6 4.5 .7

バ ッ チ ユ ー ザ ー 18.7 2.ケ 一
.0 8.0 56.9 2.3 7.5 3.5

一15一

(年間)円 とな ってい る
。3年 前に比べ れば増

加 の傾向にある。

一般社 員に対す るコン ピュー タ教 育

費用 は平均年間1,740.3千 円,従 業員

1人 当 りでは200円 程 度にす ぎない(表

一6参 照)
。

(6)使 用言 語

オ ンラインユーザ'と バ ッチユー ザ

ー とを比較す る と次の とお りで,ア セ

(%)ン プ リ言 語 とCOBOLお よ びPL/1の
、

使い方に大 きな 差 が あ る(表 一7参

照)。

♪(田 中京之助 ・技術調査部)

一
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*研 修 講 座 の ご 案 内*

SE養 成 短 期 コース

本 コー スの 目的 は シ ステ ム ・エ ンジ ニア の 養成 にあ り

ます が、基 本 的 に は

(1)シ ス テ ム ・ス タ ッフ として の役 割

(2)問 題 を調 査分 析 し、解 決案 と して の 最適 の シ ステ

ム を立 案 し、提 案 す る育旨力

(3)提 案 シ ステ ム を実行 可 能 な実 際 シス テ ム と して具

体 化 す る力 、随

(4)運 用 シス テム を改 簿向 上 す る役割

な ど、SEの 殺 害llの明確 化 をは か りなが ら、 シ ステ ムの

分 析 と設 計 技法 を体 系的 、 実 践的 に習得 し、 あわせ て、

必 要 な関 連 知 識 を獲得 して いた だ くこ とに あ ります。

▽ コー スの 特長

〉開 講 口 を週2日 と し、 さ らに講 義 全体 の 期 間 を4ヶ 月

の 中に収 め ま した。 した が っ て、受 講 者 は 業務 に従 事

しなが ら出席 で きます。

[〉教 科 内容 は 、数 学 の知 識 を前提 と してお らず 、事 務系 、

技 術 系 い ずれ の 出身 者 もハ ン デ ィな く受 講 で きます。

[〉カ リキュ ラ ムは 全体 と して企 業 の実 際 を踏 ま え、応 用

力 の 養成 に力点 をお い て お り ます。

>2同 の2泊3「1の 合宿 実 習 で 、受 講 者 は4～5名 の チ
ー ムに分 れ 、 綿密 に作 成 され た ケー スを もとに 、 基本

設 計 、詳 細 設 計の 実 習 を集 中 的 に行 い ま す。

じ情 報 シス テム の実 際 例 を企 業 活動 の 各分 野 に わ た っ て

取 り揃 え、 直接 開 発 を主 導 され た方 々に その経 験 を提

供 して いた だ き ます。

レ研修朝開

レ 石珂=イ1参≡日、芋lllj

>研 修 料

▽ 開 催 要 項

52.10.18～53.2.28

毎 週2回(火 曜 日 、 木 曜H)開 講

9:30～16:30

28万 円(含:教 材 費 、2向 の2泊3日 の 合

宿 宿 泊 費)

▽教 科 内 容

1.シ ステ ム設 計 とSEの 役割

2.経 営 管 理 と情 報 シス テム

3.シ ステ ム と情 報 とコ ン ピュー タ

4.シ ステ ム設 計 の進 め 方 と基 本 設計

第1回 合 宿実 習 基 本 設 計の ま とめ と提 案

1.調 査分 析 か ら基 本 設 計案 の提 案 ま で

2.発 表 と言平イ面

3.講 師 と受 講者 の 自由討 論

5.経 営 科 学 の考 え方 と手浸ミ

6.詳 細 設 計 とその 技法

第2回 合宿 実 習 詳細 設 計 の ま とめ と評 価

1.詳 細 設計 一 提 案 シス テム の具 体 化 ・実 現

シ ステ ムの ま とめ

2.発 表 と評価

3.イ固SI」和1言炎

7.ハ ー ドウェア の現状 とそ の可 能性

8.プ ロ グラム 設 計 とプ ロ グ ラム開 発管 理

9.オ ン ライ ン ・シス テム の 設計

10.シ ステ ム化 推進 とプ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジメ ン ト

11.EDP監 査 とそ の動 向

12.情 報処 理 部 門 の今 後 の課 題 と方 向

θ

ORコ ー ス カリキュラム委員会主査 森 口 繁 一(融 通信大学教授) コ
OR-1か らOR-3ま で は、ORの 基礎 的 な力量 を養成す ることを目的 とし、OR-4は 、OR

や 科 学 技術 計算の分野 で扱 う対象 の大規模 化 に どもな うソフ トウェア技術の革新 に対 応 し、大 型の問

題 にアブv・ 一チす る際 に必要 な知識 ・技法 は何 か とい う観点 か ら設 計 したコースです。OR-5は(社)

日本 オペ レー ションズ リサー チ学会 での研 究成果 をも とに、効果 的 なORの 教育 技法 を習得 してv{た

だ くこ とを目的 に開 講す る ものです。

OR-1ネ ッ トワ ー ク技 法 旗 師 二刀 根 薫(埼 玉 大)、 冨 沢 泊 明(東 工 大)、 古 林 隆(埼 玉 大)、 若 山 邦紘(法 政 大)ほ か
期 間:52、1L7～1L18

(計10日 川D

講 義 題 目:ネ ッ トワー ク概 論 、 ネ ッ トワ ー ク ・プ ロ グラ ミ ン グ、迷 路 、最 大 流 、最 短 路 、輸 送 問 題
日程;;卜画 法 、 シ グナ ル ・フ ロー ・グ ラ フ 、 ス ケ ジュ ー リ ン グ、 リ ス ト処 理 、 ネ ッ トワー ク ・ア ル
ゴ リ ズム の 最 近 の 進 歩 、 ネ ッ トワー ク型 の 諸 問 題 、 ケ ー ス ・ス タ デ ィ、 演 習 な ど研修料:8万 円

OR-2線 形 計 画 法 ■ 師:森 口繁 一(電 通 大)、 小 野 勝 章(小 野 事務 所)、 平 本巌(日 科 技 研)ほ か
期 間:52.11.21～12,2

G卜101-1間)
講 義 題 目:LP序 論 、シ ン プ レ ック ス法 、シ ン プ レッ ク ス基 準 、双 対原 理 、改 訂 シ ンプ レ ッ ク ス法 、
感 度 分析 、 パ ラ メ トリッ ク 、 各種 業務 へ の適 用 事例 、 各 種LPレ コ ー ドの 特 性 比 較 、 演 習 な ど研 修 料:8万 円

OR-3シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 鯖 節:川 野 浩 太郎(itf'、).,:大)、三 浦 大 犯(東 レ)、イ規 正 則(東 大)、丸 山満(CRC) 、黒 田 充(青 苧 大)ほ か
期 間:52.12.5～12.9

52.12.19～12.23

(、1'卜10日 間)

講 義 題 目:シ ミュ レー シ ョ ン総 論 、 モ デ ルの 作 成法1、II 、III、 シ ミュ レー シ ョン ・プ ロ グラ ム
・

1、II、 確 率 ・統 計 入 門 と乱 数 の 作 成 法 、 シ ミュ レー シ ョ ンの応 用1 、・11、、演 習 な ど研修 料:8万 円
ORす 大 型問題 とせの処理 法 鷹 師1伊 理 正 夫(東 大)、 日野 幹 雄(東 工 大)、 恒 川純 吉(日 科 技 研)、 広 瀬 元 孝(気 象研 究 所)ほ か
期 間:53.L23～2.3

(1汁10日 間)

購 義 題 目:デ ー タ構 造 、 大 型 連 立 方 程 式 と疎 大 行 列 、大 周↓模LP問 題 の処 理 、 組 合 わ せ 問 題 と分
枝 限 定 法 、記 憶 装 置 とそ の使 い 方 、 化 学 プ ラ ン トの ダ イナ ミッ ク ス の シ ミュ レー シ ョ ン、 大 気 汚.

研修 料:8万 円 染拡散場の オ ンラ イン予測、有限要 素法、水資源の計画 と予測 、演習 な ど
OR-5実 践 倉勺OR教 育 購 師:森U繁 一イ 電 通 大)、 刀 根薫(埼 玉 大)、 小 林 竜 一(立 教 ×)、 三 浦 大 亮(東 レ)ほ か
期 間:53.2.6～2.10

53.2.20～2.24

(計10日 間)

精 義 題 目:デ ー タの 見 方 ・扱 い方 、 デ ー タ7ァ イル の 利 用 法 、物 流 問 題 、 デ ー タ7ァ イル の 作 り

方 、n標 計 画 法 、職 業移 動 の 分 析 、 財 務 分 析 と 多変 量 解 析 、財 務 分 析 と シ ミニ レー シ ョ ン、 メ・シ
、シ ュデ 一 夕の 活 用 法 な ど研修料:8万 円

レ研修時間 9:30～16:30

竜

このほかにも研修講座の開催 を予定 しております。詳 しくは下記にお問合せ下 さい

⑭ 日本情報処理開発協会 情報処理研修センター

〒105東 京都港区浜松町2丁 目4番1号 世界貿易センタービル7階 .電話03(435)6513,6514,
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``1)ATACHECK"デ ー タ ・チ ェ ッ ク ・プ ログ ラ ム ・ジ ェネ レー タ

提 供 ソフ トウェアの紹 介(2)

当協 会 の 開発 し た ソ フ トウ ェ アの な か か ら今 号 で は"DATACHECK"デ ー タ ・チ ェ ック ・

プ ログ ラ ム を と りあ げ て以 下 に その 概 要 を ご紹 介 し ます 。

DATACHECK(DataCheckProgramGenerator)シ

ス テムは,入 力デー タの複雑多岐 なチ ェックおよび修正

を容易に行 うために特別 に定め られた言語(だ れにで も

理解 しやすい よ うに工夫 された もの……DATACHECK

言 語)で 記述 した ソー ス ・プ ログ ラムか らCOBOLプ ロ

グラムをオブジ ェク ト・プ ログ ラムとしてジ ェネレー ト

す るジ ェネレーシ 。ン形式の システムです。

☆ このシステムの特徴 および効果は

●正確 なデータ処理 を行 うことが で きます。

●データのチ ェックのみでな く,デ ータの修正,デ ー

タ ・フ ァイルの更新,デ ー タ ・フ ァイルの特性 を調

べ るこ とがで きます。

●チ ェック ・プログラムの作成時間を大 幅に短縮 する

ことがで きます。

●DATACHECK言 語 は記述が簡単でだれ に で も取

り扱 うことが で きます。

■システ ム自体 がCOBOLで 作 成 されてい るので他機

種へ の変換が容易で,か つ ジ ェネレーシ ョンされ る

プ ログ ラムもCOBOLの プ ログラムで あるので非常

に柔軟性に富んでいます。

1.デ ー タ チ ェ ック機 能

☆DATACHECKの 機 能は

2.自 動修正機能

.・

区 分 チ ェ ッ ク 方 法 区 分 修 正 方 法

ピアチク エラー表示のみ
ジ エ プ ル ーフ ・リフ ト ・チ ェ ック

自
エ ラー ・アー タ を削 除 す る

ユノレツ 定 値 修 正

順 チ
エ

シー クエ ンス ・チ ェ ック

ダ ブ ル ・チ ェ ック

動 択 一 修 正
遷 移 修JE

ツ 欠番チェック 修 関 連 修 ユ1こ

序 ク マ ッチ ング ・チ ェ ッ ク 比 例 修 正

正 チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ ト修 正

ト チ カウ ン ト ・チ ェ ック 最大値修正(チ ェック内容の最大値)

▲ ・
トー タル チ ェ ック

ク ロス ・カ ウ ン ト・チ ェ ック
最小値修正(〃 最 小刷

ノrツ

ク

クロ ス ・ トー タ ル ・チ ェ ック

デー タ特 性 チ ェッ ク
コ ン トロー ル ・ トー タ ル ・チ ェ ック

マ 修
1正
ジ

'

フィール ド対応修正(形 式1)

位置と桁数指定にょる修正(形 式2)

?チ ミ ニ ・ マ ソ ク ス ・ チ ェ'ツ ク

こ エ ゾ ー・ 膓 ・ ラ'」Lツ ク

r・
存 在値 チL'ク

乗 算チLノ ク
.ク 比 例 チ ェ ック

単 王

位 ツ

単位桁 チ ェ・ノク

奇数 チ ェ ック ☆DATACHECK言 語は
チ ク 偶数チェック

1.FILEセ ク シ ョ ン
関 チ 存 在条件チェック
工 禁 止条件チェック
鴇理和チェック ファイルの機械的な構成,識 別オ

ツ

係 ・ク

論理値チェック
排他チェック します。

モチク
1エ 数字チェック 2.REC-FORMセ ク シ ョ ン
ド ツ

チクジチク
データの各項目について項目の4

エデ ツエ

ツ イ トツ
モ ジューラス瓦 正の様式の指定を行います。

'デ
ヨチ ク なお,こ こでは レコー ドにっい'
シ エ 論理 チェック
ジン ツ

きます。

3.そ の他の機能

マ ー ジ ・キ ー ド1動f乍成 方式

知 」レコ_ド.カ ウ ン トをキ..と す る

人 力 レコー ド ・カ ウ ン トにチ エ ツク ・ア イジ ソ}を 持 ソ

た もの をキー と・)・る..

プvッ クごとに入力 レコーードをカウン1重し,そ れをキー一とす る。

、

ファイルの機械的な構成,識 別およびそのファイルに関する情報を指定

データの各項 目について項 目の名前,長 さ,種 類,チ ェックの様式,修

ここでは レコー ドについてのマージ ・キーの 自動作成 の指定 もで

一17-
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3.DSTABセ ク シ ョン

デシジ ョン ・テーブルを用いた種 々の 論理的な チ ェ

ックお よび修正についての指定 を行 います。

4.MERGEセ ク シ ョン

照合 しなが らのチ ェックと照合 レコー ドか らチ ェッ

ク ・レコー ドへ の項 目追加 およびマージ修正 を行 うと

きに指定 します。

5.CHECKセ ク シ ョン

レ コー ドの昇順,降 順,重 複,欠 番の順序チ ェ ック

お よび件数 カウン ト,集 計等の トータル ・チ ェックを

行 うときに指定 します。

6.PARAGRAPHセ クシ ョン

パフグラフ名 をつ けてREC-FORMセ ク シ 。ン

か らその パラグラフ名 で呼 び出 してチ ェック,修 正を

行 うことが で き,こ の呼 び出 され る部分 を ま と め て

PARAGRAPHセ クシ ョン といい ます。

この セクシ ョンではREC-FORMセ ク シ ョンで行

えるすべ ての チ ェックと修正の ほかCOBOL言 語 で

のオウン コーデ ィングがで きます。

●
☆このシステムを利用してのデータ ・チ ェックの処理の流れ

「一 一 一 一 ー 一 －
ATACH£CK
システム

.」ン トロ ー 八'カ ー ド

&

ソ.一 ソL・'ノ ロ グ う ノ、(

ペ ロコ 　

DATACHECK、 ∫語

で記述 され た ソー ス.・プ 山グラム

ン
ノ

DATACHECK'
GENERATION

TACHEC

ライブブリ・・

」 ン1・V－ ル ・カ ー-1・

COBOI.

ソ ーーノ」 ゾ

Llプ7.,、

COBOL
COMP!

ワーノ&

ソ了{ル1LINKAGE
PROGRAM`,一ヲ

'1
,t't2

T
竺
レ

ー

イ

ーソ

.
、

工

L

ー

ン

リ

ス

コ

し
く

り

COBOL
COMPILE&
LINKAGE

i

(1)チ ェック・プログラム

.膓 の作 成

'1:㌧

オブジェ

ク ト・ラf

プ ラリー'

♪ ン トu-一 ル ・カ ー ド

エック・プログラム

実 行

COBOL

こ7ンノノミで1レ・・リス ト

チェック
レコード

ブアイル

照 合
レコード

ブアイル

†
(2)チ ェック ・プログラム

の実 行

コ ン ト ロ ーーノレ ・カ ・一 ド

ー

iL「
ー

エ ラ 一-S;tl

メ ッ セ ー・シ

フ t/tf,1

・ヂtソ'1il

㌘ 抗 ・・ト・一ル・村 十
t

(当 該 コン ピュ ー タ のi
ユ ー テfリ テf・ プ:

ロ グ ラム)'i

}
き

(3)tliノ」専用 プログラム
の実 行

〔使用例〕

この例は基本的なデー タ ・チ ェック機能

を使 って入力 デー タに誤ま りがないか どう

か を調べ る簡単な例で,そ のチ ェック内容

お よびソース・プ ログ ラム(DATACHECK

言 語 で記述 した もの),エ ラー ・リス ト等

を示 した もの です。

(1)チ ェック内容

・入力カードのフォーマット

冗

一=… 三 一 一}一 　 一.

金 注ゼ
一二 一

早
品
コ

場 ↓ 額 量 価

1桁 3桁 8桁 4桁 3"桁

・チ ェ ッ ク項 目

専
z
カ
ラ
行

H
ク
叶

・
実

ラ
プ
エ

ソー ト

プ ロ グ ラム
リミ 行

ソー ト'

み レコード

ブアイル

チ ェック

項 目

売`亨

チ ェ ッ ク

内 容

自動修正
内 容

A,B,C,D レ コー ドを削除

金.額

　 　 「一 一

数 量
-軍「 面一

数量×単価
数量×単価で修
正
-一 ・ ‥ 一 ・一'一 一.一 一}-

3,000以 下
一-

商 品 コ ー ドに よ り

次 の 関係 があ る

・商品コー ドと単価の関係

商 品 コー ド 単 価

201300

202450

203620

204740'205960

Q

エラー修正

メッセージ・リス}

川

ム

専
ラ
行

力
グ
出

ロ
実

表
プ

各種 リス ト
チ ェック内容が上記以外はすべてエ ラー

とす る。

一18一

。〆
・蝿

一ーーー一



I

I
`
I
l
l

J∫PI)ECジ ャー ナ ル
「
・
'
"

.

(2)ソ ー ス ・ リ ス ト

IDA†AC

l

(VER-00～) COMPILATION 「1
－

UVUI

u;)o～

UOOs

UOO4

Uり05

UOO6

UOOl

uoo8

0tJog

OO10

VUIl

VO12

VVIs

UO14

DATPC'PHASF(1》;

FIしF'VNIT(CP),LENGTH(80);

RヒC,FしRト4,

URI-RFC,

e∠uRIRA

0～SY〔1}lrN・C∩OE

【1～KrNG4K1:

0～SYURYO

{.〕Z†ANKA

ENDDATAC;

しTSTrNG

X'1'cnNO`"All,"811,1.Cδ1,

1lo.')r)εtE†E,

3,

8,COトD(SYURYr}●TANKA)

CORR(PAC(S∀URY〔 〕★TANKA)),

4'COND(NOT>3り00),

3'COND《SYOHIN-C(、DE=?01,

202,?03'204,205/LSOO,450'

620,740'900)3

(3)オ ブ ジェ ク ト ・プ ロ グ ラ ム ・リス ト

PROG

CO日0し

ALT#.

00001000100

00002000200

00003000300

000U4000400

000U5000500

000U6000600

0,00U1000700

0000esOOO800

00009000900

00010001000

00011001100

00012001200

00013.001300

00014PO1400

00015001500

00016'001600

00017001700

00018001800

00019001900

0002UOO2000

00021002100

000Z2002200

00023002300

00024002400

00025002500

00026002600

00027002700★

00028002800

00029002900

00030003000

00031003100

0005～003200

00055005300

0.り0}4003400

00055003500

00056UO3600

0り05700370U

OOO58UO3800

00059UO3900

0004UUO4000

00041004100

0004eOO4200

00b45004300

00044004400

00045004500

00046004600

000470e4700

00e48004800

00049004900

00050005000

COBOし

:OENT:F:CATIONOIV江SlbN・

PROGRAM・tD・OATACp

Rε 同ARKS●DATAC(利AINPATTERN1>,

ENVIRON門 εNTOIV1S10N・

CONFIGURATIONSECT!ON・

SOURCE・COMPU了 εR・ACOS700・

08JECT●COMPU了ER,ACOS700日

1NPUT・OU了PUＴSECT10N.

FtLε ・CONTROL

SELI…CTIN-FlしE1ASSI6NTOCRFOH

Sε し駈CTOUT・FIしEASSIGNTOOT・

SELECTERR・F1し εASSIGNTOε5～.

1-0口CONTROL.

APPLΨSYSTEMSTANOARDFOR珂ATεRR・flLE●

DA†ADIVISION・

F工 し1…S〔 ≡CT10N

IN.RECI

ou了 ・FILε

our・REC

ERR●FIしE

つ6
2

2

2

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0
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お問い合せについて

当システムの詳しい内容または他のソフトウェア等に

つきましては下記まで ご連絡 ください。

当協会開発部 ソフ トウェア普及担当

電話(03)4348211内 線205
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シ ス テ ム とSystem

、

)

ssシス テ ム
ssと"system"

我 々が 日常,何 気な く使 ってい る 、サー ビス、 と云 う

言葉は,よ く考 えるてみ る と実に いろ いろ に使い分 け ら

れてい る。

た とえば,、 あの ホテルは サー ビスが悪 い、 とい う場

合は本来的なserviceに 近 い使 われ方 であるが,NNそ れ

ぐらいはサー ビスしてよ、 と云 う場合 はdiscountと 云

うことだ し,、 これはサ ービスで ございます、 と云 う場

合はpresentす る とい う意味 である。

か よ うな次第で,一 つの言葉 も,語 る人,聞 く人の そ

れぞれの立 場,前 後の関係を よくわ きまえてな い と,と

んで もない失敗 をす ることとな る。

今般,協 会のお世話で短 い期間 では あったが,ア メ リ

カ情報産業 の視察 団に参加 させ て頂い たが,こ の"サ ー

ビス、 と同様,、 システム"と い う言葉 も,我 々のそれ

と,彼 等 の"system"は 本 来 は同 じ言葉なが ら異な る概

念 ではな いか とい う気が してな らないので ある。

分散処理の メ 、ソカ といわれてい るCitiBankで の 各種

の システムの説明 を聞いて も,そ の処理量,規 模は とも

か く,内 容 については局外者に もす ぐ理解 で きるよ うな

明解な 目標設定が あ り,プ ロセス,ロ ジ ックも簡 明であ

る。

我々の場合は,あ あはいかぬ。

常に個々の最適 を満足 させなが ら,か つ,全 体 の最適

を も,あ わせ充足 させ る こ と が,結 果 として要 求 され

データメーション社を訪れた視察団の一行

る。

そのため,担 当者 は,こ の大いな る矛盾 をいかに解決

す るかに知恵 を絞 り,頭 を悩 すの である。

ssシステム
、 と"syetem"ど うして,こ の よ うな違い

が でて くるのであろ うか。

理 由は,日 本人の コン ピュー タな どハー ドに対 しての

伝統的な神格化現象,等 々いろいろ挙げ られ よ うが,根

元的には,人 間の文化的風 土の差であ るよ うに思えてな

らない。

要す るに包丁1本 で何 で も料理 で きる奴 とジ ャが芋の

皮む き器が要 る奴 との差 である。

適当な物指がないので,そ の優劣は一概に論断で きな

いが,た だ,現 在は我 々が アメ リカに対 し,借 方に ある

こ とを否定で きまい。

然 し,手 書 きデー タや,カ ナ文字 と云 う宿 命へ の挑戦

としてのパ ター ン認識の領域 におけるが如 く,い つの 日

にかNNシ ステム,。が"system"を 凌 駕す る時が あろ うと

云 う,ほ のかな曙光 が,今 の私 の夢なの である。

㈱電通 電子計算室

システム開発部長 坪井 清
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皇太子殿下 「生活 と情報化展」を ご見学

第6回 情 報 化 週 間 開 く・

第6回 情報化週間は,10月1日 から7日 までを中心に

各地で多彩な行事が行われた。

10月3日,日 本工業倶楽部で行われた記念式典では情

報化週間推進会議を代表して北野重雄氏(情 報処理振興

審議会々長)の 挨拶のあと通産,郵 政,運 輸,行 政管理

庁の各大臣,長 官の祝辞(代 読),つ いで情報化に貢献

のあった個人,企 業,団 体,優 秀情報処理システム及び

懸賞標語 ・作文 ・論文入選者が表彰 された。

'鞠

遼こt

鋸 隷ぺ

治 漂

麟

{,偽

1熱 騨1毒

鴫 瑠1臓 ジ
日本工業倶楽部で行われた記念式典

同週 間には当協会 も'77生 活 と情 報化展,国 際講演会,

コ ンピュー タ ・アー ト展,講 演 と映画の会,コ ンピュー

タ ・セ ミナーな どの主催,共 催 を通 じ参加 した。

この うち池袋の東武 デパ ー トで開かれ た'77生 活 と情

報化展 には皇太子殿下 がお出でにな り,当 協会斉藤副会

長 らの ご案 内で熱心 に ご見学 された。

なお,記 念式典 で表彰 された個人,企 業,優 秀情報処

理 システムな どの内容 は下記の とお りである。

/○/
㍉_ぷ

1竃 ㌦㌧ぷぴ
{㍉

川 い無
い 。,

「情報化展」の会場に入られる皇太子殿下

ぞ

r

情報化促進貢献個人

後藤 英一 東京大学理学部情報科
学科教授

友成 治夫 日本電気情報サービス

㈱代表取締役

野田 克彦 松下技研㈱常務取締役

舟渡 善作 日本 コンビ。ユ一 夕シス
テム㈱社長

米花 稔 神戸大学名誉教授

森下 甲一 医療法人答案会理事長

山口 小文 働生活映像情報 システ
ム開発協会専務理事

吉田 剛 圃日本情報処理開発協

会顧問

吉山 博吉 ㈱日立製作所社長

パラメトロンの発明 と実用化により我が国固体素子 コンヒ。ユータの礎をつく

るなど,ハ ー ドウェア及びソフ トウェアに関する基礎及び応用研究を推進,さ

らに情報処理技術の国際交流に寄与した。

永年 にわた り情報通信技術の研究 ・開発に従事,と くに伝送機器,DIPS

の商用1号 機の開発の責任者として活躍し,情 報通信の発展に寄与 した。

永年にわた り電子計算機の研究開発に従事するとともに政府及び関係諸機関
の研究開発推進のプロジェクト・リーダーとして多方面にわたって我が国情報

処理技術の振興に貢献した。

我が国情報産業の草創期か らソフトウェア産業に従事し,優 れたソフ トウェ

アの開発に尽力するとともに,聞 ソフトウェア産業振興協会の役員として,協

会創設以来,我 が国ソフ トウェア産業の発展に寄与した。

経営の機械化に関する研究の業績のほか,我 が国のコンピュータリゼーショ
ンのオピニオン・リーダーとしての活躍,関 西地区における各種審議会の委員

等 を通 じて,情 報化の促進に貢献した。

ミニコンを活用した中規模医療機関の院内情報処理のシステム化の積極的な

推進,及 び利用領域の拡大に努めるとともに,院 内システムを開放するなど医

療の情報化の啓蒙,普 及に努めた。

生活映像情報システムの開発実験の責任者 として当該実験を推進,CCIS

(同軸ケーブル情報システム)の 技術的可能性,社 会的有用性を立証 し情報化

の進展に貢献した。

㈱日本情報処理開発協会専務理事,情 報処理振興事業協会プログラム専門委

員,産 業構造審議会情報産業部会委員等を歴任し,我 が国の情報化の促進に永

年にわたって貢献した。

電子計算機の国産技術振興 に顕著な成果をあげるとともに,日 本電子工業振

興協会会長,通 信機械工業会会長等を歴任 し,我 が国情報産業の振興に貢献し

た。
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情報化促進貢献企業 ・団体

㈱大阪卸商 コンピュー タセ

ンター

岡倉敷中央病院

セーレン㈱

富山県情報処理教育センタ

㈱日本興業銀行

松本商工会議所

近畿日本鉄道㈱

日本郵船㈱

日本 テレビ放送網㈱

中小企業の共同出資による共同情報処理センターとして,普 及啓蒙活動,共 同計算事

業,情 報処理に関するコンサルテーシ。ン等積極的な活動を行い中小企業の情報化の促

進に貢献した。

病院におけるレセプ ト事務,会 計事務等の事務処理をはじめ,給 食管理か ら脳波分析

にいたる多角的なコンピュータ利用を図 り,病 院運営の合理化に貢献するとともに,出

版,講 演等を通じ病院のEDP化 についての啓蒙,普 及に寄与した。

複雑な色合せ計算を計数的にとらえ,コ ンピュータによるカラーマッチング ・システ
ムを開発,染 色業における情報処理技術の向上,経 済性の向上の先例を作 り染色業界に

おける情報化の推進に寄与しナこ。

情報教育に係る教員,生 徒の研修等の機関として他県に先がけ開設実績をあげている

ほか教育情報の各種プログラムの開発,県 民への情報化の啓発,普 及にも寄与 した。

情報処理振興金融措置創設以来,情 報処理産業の事業効率化,ソ フ トウェア開発のた

めの資金の円滑かつ適切なる供給を行い情報処理産業の発展に基礎的な貢献があった。

小規模企業のコンピュータの共同利用と中小企業に対する情報の収集 ・提供の推進に

よ り,中 小企業の経営の合理化に資するとともに,情 報化に関する啓蒙活動により中小

企業の情報化の基盤作 りに寄与 した。

自社内及びグループ各社の業務処理の電算化を積極的に推進 し,利 用者のサービス向

上に努めるとともに他社 とのシステム結合を行 う等,高 度なシステム開発の実施は業界

の情報化に先導的役割を果した。

コンテナ輸送情報システムとして各サブシステムを総合システムに統合し,十 分の効

果をあげるとともに機能的な国際ネットワークを形成し,海 運業における情報処理技術

の発展に寄与 した。

異種業務の連続処理,夜 間無人処理等を可能とするオペレーシ。ンシステム(NOM

ACS)を 開発,実 用化することにより,テ レビ放送業における効果的な情報化の促進

に寄与した。

優秀情報処理システム

技術試験衛星皿型追 宇宙開発事業団追跡管

跡管制システム 制部

ダイナ ミック ・プ ロ

セス ・シ ミュレーシ

ョン ・プ ログ ラム

視力 障害者用 コン ピ

ュー タ点字 システム

利根川ダム統合管理
システム

漢字名寄せ索引シス

テム

Kマ ー トチ ェ ー ン ネ

ッ トワ ー ク シ ス テ ム

武蔵野操車場総合自

動化システム

船級管理 データベ ー

スシステム

(NKSHIP-DB)

エ ー ス ・ネ ッ ト

㈱日本科学技術研修所

㈱大阪計算センター

関東地方建設局利根川
ダム統合管理事務所

明治生命保険(相)

橘高㈱

日本国有 鉄道

エ ム ・ヤ ックス開発チ

ー ム

圃日本海事協会

アルプス電気㈱

純国産の計算機システム及び応用 ソフ トウェア技術を駆使 し,大

規模な静止衛星の追跡管制 システムを完成したものであり,今 後の

宇宙開発技術の発展に向けて情報処理面での基礎的な貢 献 を行 っ
た。

化学 プラントの安全運転,経 済的操業に有効な解析を行うための

グラフ理論を応用した計算システムであり,化 学産業の高度化に寄

与 した。

電算機利用により,か なのインプットを点字に変換印刷する手法

を開発,正 確 さとスピー ド化で画期的なシステムであり,福 祉面で

の情報化の促進に貢献した。

利根川上流の6ヵ 所の多目的ダムを一元的に管理するシステムで

あり,治 水,利 水の高精度化,迅 速化の飛躍的な向上に貢献 した。

700万 件に及ぶ契約情報ファイルか らキ■・一一項目により当該情報を

会話型で索引す る先進的システムであり,漢 字情報処理技術の発展
に寄与 した。

ボランタリーチェーンのオンライン化システムであり,経 済性の

向上等にす ぐれたシステムとして中小商業の近代化,EDP化 の促

進に寄与した。

労働集約的な操車場を対象 とした制御ジステムと情報処理システ

ムの組合せによる世界でも初めてのシステムとして作業の安全性の

向上 と迅速化,省力化に寄与し,鉄道貨物輸送の近代化に貢献した。

4000es以 上の入級船舶に関する複雑多岐な諸データを効率的に管

理するデータ・ベース ・システムとして船舶の的確な保守 と損傷事

故の防止に寄与 し,船 級管理の近代化に貢献した。'
コンピュータ・ネットワーク・システムの積極的導入によ り企業

経営の高度化を図 り,中 堅企業の情報処理の新 しい方向を示す点に

おいて寄与した。
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充実した2回 の夏休み
一FORTRANと マイコンを勉強 して一

生活 と情報化

生活と情報化

コンピュータ革命

情報化時代 とわたしたち

生活 と情報化

舞鶴市立青葉申学校3年
文京区立窪町小学校5年

川口市立十二月田中学校3年
千葉市立葛城中学校3年

大分市立東植田小学校6年

前橋市立元総社中学校3年
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作

作

情報化社会と聴覚障害者生活

情報化社会への対応
情報化社会と教育
ぼくの家政学一 情報都布と若い世代一

生活と情報化
一 子どものマスコミ教育と情報処理教育一

作 情報化社会

聴覚障害者団体役員
会社員
北九州市立思永中学校教諭

学生
大阪府立科学教育センター

情報工学教育室長
同センター指導主事

同センター指導主事

神奈川県立平塚江南高校2年

徳

茎
子

孝

孝

房

松

田
伯

田

村
真

佐
太

麿
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雄
之

治
文
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博

嶽

田
村

田

一

中

塩

中

早
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JIPDECだ よ り
(ジ プ デ ッ ク)

b

◇人事異動

さる8月17日 の理事会で次のとお り役員の選任が行わ

れた。

。新 任 常務理事 吉野元之助

◇第2回 会員例会開 く

第2回 賛助会員例会は9月2日 西野博二氏(工 業技術

院電子技術総合研究所)を 招いて開催した。'

テーマ 「進むパターン情報処理 システム

の開発」一 期待される波及効果一

参加者70名

◇第1回 トップ ・セミナーの開催

第1回 トップ ・セ ミナーは8月24日(水)～26日(金)の

3日 間開催された。

会場:芝 パークホテル

研修者:14省 庁18名

一24一

爆酬 麟三



報告書,ス ライ ドのご案 内

◇51年 度報告書

情報処理の分散 と集中

海外の情 報産業

経営 計画情報 システムに関す る調査研究(R)

総 合 貿易情 報 システム調査報告書(V)

国際 情報 ネ 、.トワー クに関す る調査研究 報告書

オ ンライ ン需要調査報告書

シス テム ・コス ト調査報告 書

システム監査体ij確 立 への道

機械工 業におけ るマイ クロ ・プ ロセ 、ソサの応用－f引 書一

日本語情報処理 システ ムの研究 開発

コン ヒ。ユー タ ・システ ムの評価 に関 する調査 研究報告書

コン ヒ。ユ一夕 ・ネ ッ トワー クJIPNETの 研 究開発

ナシ 。ナルTPBSの 開発 に関 する研究

'76情 報 化 国際講演
・討論会 新世代 を迎 えた情報処理技術

分 類 番 号

51-ROO1

51--ROO2

51-ROO4

51-ROO5

51-ROO8

51-ROO9

51-ROIO

51-ROII

51-RO12

51-SOO1

51-SOO2

51-SOO3

51-SOO4

会議録

価 格

2,800円 ※1

4,900※1

2,000※1

4,800※1

石 庫 な し

〃

3,200※1

1,800※1

3,200※2

4,000※2

2,600※1

4,500※1

3,000※1

1,800

上 記 報 告 書 の 発 売 は,コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・エ ー ジ 社(電 話581-5201)※1,お よ び エ レ ク ト ロ ニ ク ス ・ダ イ ジ

ェ ス ト社(電 話434-8211内516)※2で も取 扱 っ て お り ま す 。

ス ラ イ ド・テキ ス ト

題 名

やさしい
FORTRAN

や さしい
COBOL

や さ しい コ ン ピ ュ
ー タ

私 達 の コ ン ピ ュー
タ

仕

様

M
S

ぐ

M
S

…
M
S

…M
嘉

ス ラ イ ド

賛助会員 一 般

テ キ ス ト

賛助会員 一 般

35,000円`40,000円700円1

41,000円 46,000円

　
45000円45,000円

35000円13S,OOO円

50000円 、50,000円

40000円i40,000円

26000円i26,000円

450円

800円

550円

M:マ ウ ン ト,コ マ版S:ス トリ ップ,ロ ー ル 版

%Tツ:半 分 売 り,Y2セ ッ トSP:フ ジ ッ クスSP-5000用

※貸 出料:賛 助 会 員,一 般 と も1日1,000円
、

上記 報告書お よびス ライ ド・テキス トの貸出 し,頒 布

または閲覧 ご希望の方 は普及課(電 話434-8211内 線535)

ま で。

「㌫ 三二=三z言 言㌢ 二三蒜狂言蘇る二:㌶ ㌫≡`㌫7蕪 るτマζ∫ζ蒜…1
で,ご 希 望 の 方 は,調 査 課(434-8211内 線538)ま でC"連 絡 くだ さい。

、
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